
令
和
元
年
９
月
定
例
会
の
概
要

  

補
正
予
算
特
別
委
員
会
（ 

概
要
と
質
疑
の
抜
粋
）

ペ
ア
シ
テ
ィ
三
原
西
館
再
編

改
修
に
つ
い
て

問
再
編
に
か
か
る
事
業
費

が
、
当
初
の
予
算
額
か
ら
大

幅
な
増
額
と
な
っ
た
理
由

は
。

答
当
初
予
算
で
は
、
改
修

を
、
令
和
２
年
７
月
の
新
図

書
館
の
オ
ー
プ
ン
に
合
わ

せ
、
で
き
る
だ
け
既
存
の
設

備
等
を
活
用
し
事
業
費
を
縮

減
す
る
た
め
、
過
去
の
工
事

単
価
を
参
考
に
し
な
が
ら
概

算
金
額
を
計
上
し
た
が
、
関

係
団
体
等
と
の
意
見
調
整
や

法
令
の
基
準
に
適
合
す
る
設

計
を
進
め
る
中
で
、
設
備
の

新
設
や
新
た
な
改
修
が
必
要

に
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
た

び
の
、
公
共
施
設
の
集
約
・

複
合
化
に
合
わ
せ
て
施
設
の

長
寿
命
化
を
行
う
こ
と
で
、

財
源
的
に
有
利
な
起
債
を
活

用
で
き
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

を
活
用
し
、
空
調
設
備
等
の

更
新
な
ど
を
行
う
た
め
増
額

と
な
っ
た
。

問
長
寿
命
化
に
活
用
す
る

公
共
施
設
等
適
正
管
理
推
進

事
業
債
よ
り
も
交
付
税
措
置

の
有
利
な
合
併
特
例
債
を
活

用
し
な
い
理
由
は
何
か
。

答
合
併
特
例
債
は
、
今
後

道
路
改
良
工
事
な
ど
他
に
交

付
税
措
置
が
見
込
め
な
い
事

業
に
活
用
す
る
方
針
で
、
ペ

ア
シ
テ
ィ
三
原
西
館
の
長
寿

命
化
に
は
、
総
合
的
な
視
点

か
ら
交
付
税
措
置
の
あ
る
公

共
施
設
等
適
正
管
理
推
進
事

業
債
の
活
用
が
財
政
的
に
有

利
で
あ
る
と
判
断
し
た
も
の

で
あ
る
。

　

多
く
の
委
員
が
、
こ
の
た

び
の
事
業
費
の
追
加
計
上
に

つ
い
て
、
当
初
の
計
画
か
ら

の
大
幅
な
増
額
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
議
会
に
対
し
て
事
前

の
情
報
提
供
や
説
明
が
尽
く

さ
れ
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て

指
摘
し
た
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
市

長
か
ら
、
事
前
の
情
報
提
供

や
説
明
が
十
分
で
な
か
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
、
反
省
す
る

と
と
も
に
、
今
後
は
善
処
に

努
め
た
い
。
一
方
で
、
中
心

市
街
地
活
性
化
は
市
に
と
っ

て
重
要
な
事
業
で
あ
る
た

め
、
本
事
業
の
推
進
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た

い
、
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

文
化
財
団
設
立
に
つ
い
て

問
教
育
費
の
文
化
協
会
等

支
援
事
業
費
に
つ
い
て
、
文

化
財
団
を
設
立
し
、
財
団
が

指
定
管
理
者
と
な
る
メ
リ
ッ

ト
は
。

答
こ
れ
ま
で
の
指
定
管
理

業
務
で
は
、
指
定
期
間
終
了

後
に
、
継
続
し
て
指
定
管
理

者
に
指
定
さ
れ
な
い
可
能
性

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
材
の

長
期
雇
用
や
育
成
な
ど
が
経

営
上
の
課
題
と
な
っ
て
い

た
。
財
団
を
設
立
し
、
財
団

が
継
続
し
て
指
定
管
理
者
と

な
る
こ
と
で
安
定
的
な
雇
用

の
確
保
や
専
門
的
な
人
材
の

育
成
が
で
き
、
長
期
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
見
据
え
た
文
化
振

興
が
可
能
と
な
る
。

問
文
化
財
団
に
は
ま
ち
づ

く
り
や
地
域
の
活
性
化
な
ど

へ
の
貢
献
を
期
待
し
て
い
る

が
、
財
団
の
経
営
に
つ
い

て
、
法
人
と
し
て
採
算
性
は

確
保
で
き
る
の
か
。

答
財
団
の
収
入
は
、
ポ
ポ

ロ
の
指
定
管
理
料
に
加
え
、

他
団
体
が
行
う
補
助
事
業
や

一
般
企
業
か
ら
の
協
賛
金
な

ど
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
財

団
は
２
年
連
続
で
赤
字
を
継

続
し
た
場
合
に
は
、
法
律
に

よ
り
、
法
人
認
可
が
取
り
消

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
、

当
初
か
ら
慎
重
な
運
営
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
の
外
壁

修
繕
に
つ
い
て

問
教
育
費
の
施
設
維
持
管

理
費
に
つ
い
て
、
リ
ー
ジ
ョ

ン
プ
ラ
ザ
外
壁
の
修
繕
を
行

う
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
ど

う
い
っ
た
経
緯
に
よ
る
も
の

か
。

答
目
視
に
よ
る
点
検
で
外

壁
の
タ
イ
ル
に
浮
き
が
生
じ

て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、

業
者
に
よ
る
機
器
を
使
っ
た

検
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
修

繕
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
た
。
タ
イ
ル
に
浮
き
が

見
ら
れ
る
外
壁
は
、
リ
ー

ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
の
屋
外
広
場

に
面
し
、
多
く
の
市
民
が
通

る
場
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

緊
急
的
に
修
繕
を
お
こ
な
う

こ
と
と
し
た
。

【
討
論
】

　

ペ
ア
シ
テ
ィ
三
原
西
館
を

再
編
改
修
す
る
た
め
の
補
正

予
算
が
、
当
初
予
算
を
大
き

く
上
回
る
額
で
計
上
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
本
事

業
は
、
移
転
さ
れ
る
児
童
館

の
利
用
者
や
老
人
大
学
の
学

生
な
ど
の
関
係
者
か
ら
の
意

見
を
、
十
分
に
汲
ん
で
い
る

と
は
思
え
な
い
こ
と
、
ま

た
、
本
事
業
に
要
す
る
財
源

を
他
の
事
業
に
充
て
る
こ
と

で
、
よ
り
有
効
活
用
で
き
る

も
の
と
考
え
る
こ
と
か
ら
反

対
で
あ
る
、
と
の
意
思
表
明

が
あ
っ
た
。

【
採
決
】

　

議
第
18
号
に
つ
い
て
は
賛

成
多
数
、
議
第
19
・
20
・
21

号
に
つ
い
て
は
、
全
員
一
致

で
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

　

９
月
議
会
は
、
令
和
元
年
９
月
３
日
か
ら
９
月
19
日
ま
で
の
17
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
７
億
１
８
０
１
万
円
の
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
案
ほ
か
、
22
議
案
を
審
議

し
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
は
、
ペ
ア
シ
テ
ィ
三
原
西
館
を
再
編
改
修
す
る
た
め
に
、
追
加
で
必
要
に
な
っ
た
事
業
費
に
加
え
、
施
設
の

長
寿
命
化
を
図
る
た
め
に
空
調
設
備
な
ど
の
更
新
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
2
億
４
０
０
万
円
を
増
額
し
、
債
務

負
担
行
為
を
３
億
６
０
０
万
円
増
額
す
る
も
の
。
町
内
会
等
か
ら
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
費
補
助
に
対
す
る
申
請
件
数
が
、

見
込
み
を
上
回
る
た
め
、
防
犯
カ
メ
ラ
10
台
分
の
３
０
０
万
円
を
増
額
す
る
も
の
。
昨
年
の
7
月
豪
雨
災
害
の
被
災
者
の

生
活
再
建
を
促
進
す
る
た
め
、
恒
久
的
な
住
居
と
し
て
、
市
営
住
宅
へ
の
正
式
入
居
に
係
る
募
集
を
行
う
こ
と
か
ら
、
９

９
０
万
円
を
増
額
す
る
も
の
。
文
化
財
団
の
設
立
に
必
要
な
経
費
と
し
て
、
５
６
０
万
円
を
増
額
す
る
も
の
等
で
す
。
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